
元山 三郎（湯湾）

國馬 和範（湯湾）

津田 正亮（宇検）

森山 　馨（湯湾）

川渕 哲二（宇検）

前田 啓一（宇検）

松山 　一（湯湾）

長田 新一（芦検）

稲澤 紀穂（田検）

屋宮 一之（田検）

泉　 義夫（芦検）

富山 富二（石良）

原　 末男（石良）

保枝 隆雄（阿室）

崎　 晃夫（屋鈍）

名越 廣信（平田）

元　 幾也（湯湾）

保池 広和（久志）

岡　 政弘（阿室）

白間 純徳（阿室）

政　 忠宏（宇検）

松井 辰夫（芦検）

植田　 稔（宇検）

森　　 進（生勝）

泉　 利次（芦検）

石原 孝夫（湯湾）

森山 利夫（阿室）

宝楽 光明（生勝）

石原 博一（湯湾）

福山 清久（湯湾）

森山 静吉（湯湾）

松本 豊二（湯湾）

福　 一久（湯湾）

屋宮 完良（湯湾）

東北福祉大学
（宮城県）

故中山 清美
（奄美市）

坂井 瑞一郎（芦検）

山田　勝（佐念）

岩元 岩壽（湯湾）
重枝 和洋（湯湾）

富山 政美（石良）
津曲 隆宏（湯湾）

坪山　豊（奄美市）
山田サカエ（奄美市）
山畑　馨（沖縄県）
阿室校区活性化
委員会

徳田 昌子（奄美市）

藤田 教夫（鹿児島市）

石原 久子（湯湾）

藤 　那加雄（湯湾）
奄美大島開運酒造

友　サヨ子（湯湾）

【地方自治功労】

【本村最高齢者】

【社会福祉功労】

【教育文化功労】

【スポーツ功労】

【特別表彰】

【善行表彰】

【感謝状】

表彰者紹介

宮城県七ヶ宿町との
　友好都市協定を報告

　

本
村
は
、
大
正
６
年
11
月
１

日
に
「
宇
検
村
」
と
し
て
村
制

を
施
行
し
、
今
年
で
百
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し

て
平
成
29
年
11
月
５
日
（
日
）

村
総
合
体
育
館
で
来
賓
、
関
東
・

関
西
宇
検
村
会
、
多
く
の
村
民
、

約
８
０
０
人
の
出
席
の
も
と
記

念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

式
典
は
、「
芦
検
稲
す
り
踊

り
」
と
「
１
０
０
周
年
記
念
ビ

デ
オ
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始

ま
り
、
連
合
青
年
団
６
名
に
よ

る
力
強
い
村
民
憲
章
朗
読
、
元

田
信
有
村
長
式
辞
の
あ
と
、
こ

れ
ま
で
村
政
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
た
52
の
個
人
団
体
の
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
併
せ
て
百

周
年
記
念
最
優
秀
作
文
も
表
彰

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
久
志
小
２
年

植
田
楓
大
君
、
名
柄
中
３
年
西

岡
光
君
が
受
賞
作
文
を
朗
読
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
を
代

1 オープニングを飾った村無形民俗文化財
の芦検稲すり踊り  2 連合青年団が村民憲
章を朗読  3 村にゆかりのある著名人から
のメッセージビデオ 4 ウーケンがお出迎
え 5 開場を待ちわびるたくさんの来場者
6 会場の外に設置されたバルーンアーチ     
7 村長、副村長、教育長、議長が揃って来
場者をお出迎え  8 式典に出席した多くの
村民の皆さん

� 七ヶ宿町からの特産
品を販売 � 宇検村生活
研究グループの皆さん
も手作りお菓子を販売
� 記念式典に合わせて
発刊された「宇検村誌」

9 地方自治功労章を授与されたみ
なさん � 鎮寺裕人大島支庁長 � 金
子万寿夫国会議員 � 　久伸一郎県
議会議員 � 伊集院幼大島郡町村会
長 � 硬い握手を交わし、友好都市
協定の報告をする宇検村の元田村長
と七ヶ宿町の小関町長

表
し
て
鎮
寺
裕
人
大
島
支
庁

長
、
金
子
万
寿
夫
衆
議
院
議
員
、

　

久
伸
一
郎
県
議
会
議
員
、
伊

集
院
幼
大
島
郡
町
村
会
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
小
関

町
長
と
宇
検
村
元
田
村
長
は
、

七
ヶ
宿
町
60
周
年
記
念
式
典
会

場
で
友
好
姉
妹
都
市
調
印
を

行
っ
た
こ
と
を
村
民
に
報
告
し

固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
式
典
に
花
を
添
え
て

く
れ
た
の
が
宇
検
村
に
縁
の
あ

る
福
原
愛
選
手
、
真
鍋
監
督
、

貴
乃
花
親
方
夫
妻
か
ら
の
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
笑
顔

で
語
り
か
け
る
ア
ス
リ
ー
ト
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
村
民
に
元

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
は
、
今
回
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
阿
室
出
身
の
山

畑
馨
先
生
が
作
曲
さ
れ
た
「
宇

検
村
民
歌
」
を
出
席
者
全
員
で

斉
唱
し
ま
し
た
。

「
先
人
の
夢
開
き　

子
の
笑
顔

咲
く　

宇
検
村
百
周
年
」

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

村
制
施
行
百
周
年

記
念
式
典
・
う
た
ま
つ
り 
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11
月
５
日
は
１
０
０
周
年

記
念
式
典
に
引
き
続
き
音
楽

イ
ベ
ン
ト
「
宇
検
村
う
た
ま
つ

り
」
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
村
民
が
一
堂
に
集
い

１
０
０
周
年
を
祝
う
こ
と
の
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
奄
美
に
縁

の
あ
る
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
こ
れ
か
ら
の
宇
検
村
を
担
っ

て
い
く
村
内
の
子
ど
も
た
ち
が

共
演
し
、
村
民
が
い
つ
ま
で
も

思
い
出
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

快
晴
に
も
恵
ま
れ
村
内
外
か
ら

１
３
０
０
人
を
超
え
る
大
勢

の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

『
う
た
ま
つ
り
』
は
、
ま
ず
各

校
区
の
子
ど
も
た
ち
が
、
登
場

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
島
口
で

紹
介
し
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
宇
検
村
と
の

関
わ
り
や
思
い
出
を
語
り
な
が

ら
４
、５
曲
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。
最
後
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
全

員
と
子
ど
も
た
ち
が
舞
台
に
立

ち
石
野
田
奈
津
代
さ
ん
の
「
I 

L
O
V
E 

宇
検
村
」
を
来
場

者
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

田
検
集
落
出
身
の
渡
陽
子
さ

ん
が
司
会
を
担
当
し
、
地
元
の

ネ
タ
を
交
え
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
と
掛
け
合
い
を
す
る
姿
に
会

場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
招
待

客
の
関
東
・
関
西
宇
検
村
会
の

み
な
さ
ん
が
城
南
海
さ
ん
の
歌

う
「
島
の
ブ
ル
ー
ス
」
に
合
わ

せ
た
踊
り
を
披
露
し
会
場
が
一

体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

子
の
笑
顔
咲
く
１
０
０
周
年

「
う
た
ま
つ
り
」

会
場
が
一
体
と
な
り

　

１
０
０
周
年
を
祝
う

元 ちとせさん

カサリンチュのお 2 人 サーモン＆ガーリック with アニョの皆さん村松  健さん

中 孝介さん 城　南海さん 徳永ゆうきさん石野田 奈津代さん
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